
満州事変

若槻礼次郎　内閣(第二次)立憲民政党総裁
　満州事変の展開
　　１.軍・右翼が幣原外交(協調外交)を軟弱外交と非難
　　２.中国の民族運動の高まり　「滿蒙の危機」と叫ばれる
　　３.軍部・右翼による満州の中国主権からの切り離し

　1931　柳条湖事件　・・・　9/18、奉天郊外で南満州鉄道の線路を爆破
　　　　　　　背景：満州軍閥 張学良の国権回復運動
　　　　　　　　　　　満州の治安悪化
　　　　　　　計画：石原莞爾(関東軍参謀)
　　　　　
　　　　　満州事変　・・・　柳条湖事件を中国軍の仕業として軍事行動を開始
　　　　　　　　　　　　　　　　→東三省(奉天・吉林・黒竜江)を武力占領
　　　　　　政府：不拡大方針　→　関東軍は無視して戦線を拡大
　　　　　　中国　国際連盟へ提訴　→　九ヵ国条約、不戦条約違反
　　　　　
　　　　　閣内不一致・事態収拾に自信を失った内閣は総辞職

犬養毅　内閣　･･･　立憲政友会総裁　蔵相高橋是清
　蔵相高橋是清の積極財政
　1932　第一次上海事変
　　　　　　→排日運動の激化によって日中両軍の激突
　　　　　　
　　　　　　→犬飼内閣は中国との直接交渉を目指すが、関東軍満州の主要な地域を占領

　　　　　満州国建国　・・・　日本の傀儡国家　→　犬飼内閣は建国と承認に反対
　　　　　　　執政　溥儀(清朝最後の皇帝　宣統帝) 
              「五族協和〈日・満・蒙・漢・朝〉」をスローガン
　　　　　　　首都：長春（新京と改称)
　　　　　　　リットン調査団派遣　(国際連盟)

国家改造運動の高まり・・・軍人や右翼による政党・財閥などの支配層の打破
　　　　　　　　　　　　　　　　　軍部独裁による新しい国家体制をつくり積極的大陸進出を行おうとする運動

軍政府樹立のクーデター未遂事件(1931)
　三月事件・・・橋本欣五郎ら桜会が中心に計画したクーデターで政党内閣を倒し宇垣一成の
　　　　　　　　　　軍部内閣を樹立する構想。未発に終わる。
　十月事件・・・桜会を中心に大川周明らが加わり満州事変に呼応するクーデターを計画。
　　　　　　　　　　若槻首相・幣原外相らを殺害、陸軍中将荒木貞夫を首相に
　　　　　　　　　　橋本内相・大川蔵相という軍部政権の構想。→未然に発覚

右翼のテロ事件
　血盟団事件・・・井上日召率いる右翼団体による暗殺事件
　　2月　井上準之助(前蔵相)暗殺
　　3月　団琢磨(三井合名会社理事長)暗殺
　五・一五事件・・・海軍青年将校による犬養毅首相射殺

政党内閣に終止符をうつ


